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	１．はじめに
	本学の実験実習棟は築42年が経過し、老朽化の改善とともに機能改善を含めた全面改修を行うことになった。施設課からは、実験スペースの機能を保持しつつ、対話・討論が可能なアクティブラーニングスペースなどフレキシブルに使用可能な環境整備を求められた。これに応えるため、筆者が担当する一般化学実験室では、移動レイアウトが可能なアクティブ実験台APシリーズ（株式会社島津理化製）を導入した。実験台の選定からレイアウト図の作成、引越作業、設置まで、建物改修に伴う業務は貴重な機会であるため、ここで詳細を報告する。
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	５．引越作業にともなう失敗
	６．まとめ

